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○

事業活動の成果を計凱よう

Q:営業活動だけでなく、支払利息なども

含めての会社の活動成果を計算したいのです

が、計算方法を教えてください。

A ●
● 会社の臨時特別の損益を計算する前の

通常の状態であげた利益である経常利益と売

上高とを比較する売上高経常利益率を出して

みてください。

(1)経常利益を出す

営業利益十営業外損益

(2)売上高経常利益率を出す

(経常利益÷売上高）×100

【分析】

(1)売上高経常利益率は、特別の損益を加減算

する前の利益と売上高との関係をみる率で

すから、会社の儲ける力をチェックするの

に有効な比率といえます。

(2)借入依存型の中小会社や貿易比率が高い会

社は、支払利息割引料や為替差損で経営が

圧迫されることが多いため、営業外損益に

注目しなければなりません。

(3)営業外支出が営業利益を食ってしまう欠損

企業は、経営の体質改善と戦略の立て直し

が必要です。

(4)重装備型で固定費が過大な場合は、設備稼

動率と生産性向上にメスを、また、余剰人

員をかかえている場合には、営業など直接

部門の拡大や多角化を進めましょう。

(5)この利益率の平均は、次のようになってい

ます◎

製造業…1.2建設業…3.3卸売業…0.3

小売業…0.6飲食業…2.3


